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山形市校長会
（発表者）山形市立第八小学校 丸山 一裕西蔵王から望む山形市街地

１ はじめに

・急速に広まったSNSの世界
（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

・ICT（情報通信技術）を活用した授業の推進

（令和３年度より）

・コロナ禍に伴う学びの変化（令和２年３月より）

そこで、

・児童がネット端末を使い、
自ら学習を進められる

・情報モラルと安全性を
身につけられる

・ICTの利点を活かした授業の実践

２ 研究の概要

(1) 研究のねらい
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(2) 研究の経過

② 第二次（R3年度）

① 第一次（R2年度）

③ 第三次（R4年度）

３ 研究の内容

大きく３つ

(1) 児童の家庭におけるインターネット使用
状況調査

(2) ICTを効果的に取り入れた授業実践

(3) 情報社会に適応できる力を育む教育課程
の編成

(1)児童の家庭におけるインターネット使用状況調査
山形市教育委員会総合学習センターより資料提供

Ｈ２９～Ｒ１

分析のまとめ

① インターネット環境調査の分析

児童がインターネットを利用できる通信環境がありますか？

（保護者と共有のものも含む）

ある ない 未回答

ない（461）
4 ％

未回答（402）
3％

令和２年度

対象人数
11,812名

ある（10,949）
93％

山形市教育委員会総合学習センター
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① インターネット環境調査の分析

0

500

1000

1500

2000

2500

児童が家庭で使用できる端末（複数回答）（人） 令和２年度

山形市総合学習センター

② 児童のインターネット使用状況分析 ＜３年間の推移 H29～＞

山形市教育委員会
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③ 分析のまとめ

◆ ゲーム機やタブレットの端末

◆ 家庭でのインターネット使用（小学３年～６年）

◆ 家庭でのインターネット環境に配慮
校長会の働きかけ

◆ 情報モラルやネットの危険性についての学習
不明

(2) ICTを効果的に取り入れた授業実践

＜実践紹介＞

実践の結果

＜実践紹介＞

＜実践紹介＞

① 児童一人１台のタブレットを生かした実践

実践１ 第３・４学年複式 総 合「環境学習」
社会科「学校のまわり・地図」

児童による
課題設定

ゴミを拾おう

社会科で作った地域の地図に、
ゴミの状況も書き加えよう

校長の関わり 地域の実態や特性を理解し、地域活動推進員
の活用も視野に入れながら、カリキュラムマネジメントの作
成を教員と進めてきた

タ
ブ
レ
ッ
ト
で

記
録

地
域
の
方
も
困
っ
て

い
た
よ
。

良
い
方
法
は
な
い
か

な
。
相
談
し
て
み
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
。
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タ
ブ
レ
ッ
ト
で
写
真
や
文
章
を
送
っ
た
よ
。

看
板
や
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も

作
り
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
パ
ソ
コ
ン
を

使
い
ま
し
た
。

回覧文書作成： 鬼島悦雄 氏（自治推進委員会会長）

※一部加工

制作した看板

リ
サ
イ
ク
ル
ン

② タブレット以外のＩＣＴを効果的に活用した実践

実践２
キーワード「主体的に学ぶ」

「豊かなくらし」

→ 気づく・考える・動き出す

→ 学び方・知識・技能の獲得
認識の深まり
コミュニケーションの深まり

思考力・活用力の向上

授業づくりのコンセプト
・身の回りや暮らしの中から問題を見つける
・子ども同士や、教師・地域の人との対話によって考えを広める（深める）
・児童自身が学習活動を意味づけ、学びを通じて自分の成長を自覚できる

実践２ 第６学年「生き方について考えよう」

図画工作科「１２年後のわたし」
総 合 「先輩の生き方に学ぶ」
総 合 「プレゼン作成」（お手本を参考にして）

ぼく・わたしが
ヒーロー

6年 Aさん

ニコニコ小学生

生年月日：６月３０日
好きな食べ物：いちご えび
好きな遊び：鬼ごっこ
好きな曲：Dynamite
好きな芸能人：竹内涼真 吉沢亮

中条あやみ
好きなアーティスト：

TWICE,BTS,ITZY

実践２ 第６学年「生き方について考えよう」

⇨修了式で発表

ここがすごい！その①

いつも笑顔でいる。

自分が笑顔だと周り
の人も笑顔になる。

笑っていると楽し
い。

ここがすごい！その②

走ったり動くことが大好き
バドミントンをしている
練習はきついがとっても楽しい

ここがすごい！その③

やるときは やります。
やらないときは やりません。
勉強はしっかり やります!!
いろんなことに 熱心

ここがすごい！

6年間がんばった～
たくさん歩いて体力がついた！
持久走が得意になった

校長の関わり
「児童の自己有用感や自尊心」
を大切にした取組にＩＣＴを活
用するカリキュラムマネジメン
トの作成
・機器の確保
・個人情報への配慮
・先輩の生き方に共感できる
ように（講師の人選）
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実践３
キーワード「１人１台のＰＣ」

「学びが拡がる」

→ ｍｙアカウント・パスワード

→  低学年（ＰＣに親しむ）

中学年（ＰＣでつくってみる）

５年生（ＰＣを効果的に活用）

６年生（ＰＣで視野を広げる）

授業づくりのコンセプト
・山形市ホストタウン事業とのコラボレーション
・児童の「つながりたい」という思いを大切にしながら、台湾やサモア、
タイの方々とのコミュニケーションを深める
・学習を通じての、自分の成長を振り返ることができる

② タブレット以外のＩＣＴを効果的に活用した実践
実践３ 第５学年「本校×山形市ホストタウン応援団」

～ＳＤＧｓパートナーシッププロジェクト～

プロジェクト１「手紙でタイとつながろう！」

プロジェクト２「動画でＹＡＭＡＧＡＴＡを世界発信しよう！」

プロジェクト３「サモア カフェ ２０２０ ｉｎ 小学校」

プロジェクト４「リーフレットで市民にホストタウンを伝えよう！」

プロジェクト３「サモア カフェ ２０２０ ｉｎ 小学校」

＜パートナー＞ NTTdocomo

＜内 容＞
東京（サモア大使）、
サモア（オリンピック選手）、
鹿児島（岡澤セオン選手・ボクシング）
山形（山形市長、児童）

オンラインで繋ぎ、「夢」をテーマ
にトークを行う。
最先端のアバターロボット「ｎｅｗｍｅ」

を活用して、遠くにいる人も会場にい
るような新たな体験ができるイベント
をめざす。

校長の関わり
・学校教育目標を達成するための

カリキュラムマネジメント
・感染防止に努める
・ICTを効果的使い,「学びを止めない」

という信念を教職員と共有

実践４ 第５学年 総合「やってる!? オンラインゲーム」
講師：山形県教科書供給所 松井由紀子氏

①課金の仕組みや
課金を止められ
なくなる理由な
ど、お金にかか
わるトラブルに
気づく。

②時間の使い方へ
の問題意識や、
オンラインゲー
ムを介して個人
情報を流失して
しまう危険性に
気づく。

学習のねらい

③ 情報モラルや、危険性について学ぶ実践
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実践４ 情報教育年間指導計画

校長の関わり
普段から情報をキャッチ

・児童同士の会話や保護者からの相談に、
情報モラルや、ネットに潜む危険性に
ついての学習が必要

・校長自らが、道徳や情報教育の年間計画
作成に積極的に関わる
（資料の収集、先進校の実践紹介）

④ 実践の結果

◆ 児童は、ＩＣＴの活用方法を習得するのが早い。
指導者の研修が急務である。

◆ ＩＣＴの活用により、校外の人々との交流が
広がった。情報モラル教育についても力を入れて
いく。

◆ 学年の発達に応じた“身につけたいスキル”。

(3) 情報社会に適応できる力を育む教育課程の編成

・児童がネット端末を使い、自ら学習を進められる

・情報モラルと安全性を身につけられる

・ICTの利点を活かした授業が実践される

もう一度、ふり返ってみて…… (3) 情報社会に適応できる力を育む教育課程の編成

＜実践紹介＞
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〇 目 的
「一人１台のタブレット」活用状況等について調査を行い、さらに有効
な活用方法や、豊かな人間性を育む充実した教育課程の編成制を進める。

〇 対象者
山形市内小学校３７校中、１２校を抽出。

児 童（通常学級を中心に全学年の児童） ３，８７２名
教 員（担任または実際に指導をしている教員） ２０４名

〇 実施期間
令和３年１０月～１１月

○ 調査内容

教
員
用
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
も

同
じ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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⑫スクラッチなどのプログラミングソフトを使う

⑬スカイメニューを使う

①正しい準

備と、後片

付けの仕方

②電源を入

れる、切る

③文章を作

る

④写真や動

画を撮る
⑤絵を描く⑥調べる

⑦音楽を聴

く

⑧動画を見

る

⑨チームズ

を使って写

真や動画、

文書などを

送る

⑩チームズ

で会話をす

る

⑪ｅ－ライ

ブラリ・ア

ドバンスを

使う

⑫スクラッ

チなどのプ

ログラミン

グソフトを

使う

⑬スカイメ

ニューを使

う

１年 4214072924414766276330178963

２年 50753785325202219142237636520782131

３年 642664271508345539143464878838762166

４年 70471750960830661832658886121494255349

５年 711717596635305700251637173183486302417

６年 714719599658278695371626171223499308363

児童：項目ごと学年別の累積
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担任外 192020153122110141071813

高学年 51514931174351244219324816

中学年 505143166294512327164010

低学年 434435942024626313183

特別支援 262623111141851545153

教員：項目ごと学年別の累積

担任外

高学年

中学年

低学年

特別支援

アンケート結果から（課題）

児童 △ チームズの活用とプログラミングソフト、
スカイメニューの使用が不足

教員 △ 指導できることと、児童が操作できること
の相関性が高いのは理解しているのだが……

△ 同一校の同学年であっても、学級によって

できる割合に差がある

△ タブレットの利点を考えて単元計画を立て
ることが不十分

学校 △ 児童のできる項目の割合に、学校間の差
が認められる。

記述回答から

児童 ◎自分専用、自分のペースで進められる。
◎ eライブラリーを友達と競って楽しかった。
◎外国語の授業で音楽を聴いた。

▲パスワードを友達に見られる
▲タブレットを壊さないか心配だ。

教員 ◎ＰＣ室の調整が必要ない。
◎写真等の蓄積と活用。文章を書く際の推敲が簡単。
◎ＩＣＴ機器の活用スキルが伸長。

▲タブレットの不具合や故障への対応。
▲家庭への持ち帰りのルール。

② 令和４年度 教育課程の実際
Ａ小学校

学校教育目標：「自分大すき！ 友だち大すき！ （地域名）大すき！」

経営の基本方針・重点 ＜学校を創る３つの重点と主な取組＞
１ 自尊感情

・児童会活動の活性化 ・体験活動の充実 ・いのちの教育
２ 確かな学力

・校内研究の推進（タブレット） ・ユニバーサルデザイン
・学習規律の確立

３ 地 域
・稲作活動 ・地域の教材化 ・知る 学ぶ 発信する

「全ての教職員が全ての子どもの担任」の意識で取り組む教育活動
自主・自立の精神や創造性・主体性の育成

校内研究
主題「学びを深めるために～学びを『つなぐ』ツールの活用～（１年次）」
視点 ◇学びを深めるための手段や手立て

◇タブレットの活用の工夫
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Ａ小学校

校長の関わり
「ICTの活用を重視した教育課程」の編成のため

校内会議でのコンセプトを重視
・「めざす子どもの姿」
・「情報社会に適応して生きていく

児童の育成」

令和４年度は、新しいことへの挑戦を恐れず
に取組む 見直しと改善のサイクルを！

Ａ小学校

Ａ小学校 Ａ小学校
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Ｂ小学校（年間指導計画の一部分）

領域 学習内容 と 到達目標

活
動
ス
キ
ル

記録や編集 ① 写真や映像・音声の加工・編集ができる

入力やデータ管理 ② ファイルの管理ができる

ウェブ検索 ③ サイトの構造を理解して情報を見つけられる

図書の利用 ④
目次や索引を活用して情報を見つけることができ
る

インタビューの利用 ⑤
下調べをしてインタビューするべき質問を選ぶこ
とができる

アンケートの利用 ⑥ 目的に合った質問の形式や内容を考えられる

メモをとる ⑦ 箇条書き、単語でポイントをまとめられる

口頭で発表する ⑧
（資料を効果的に示しながら）身振りや声の抑揚
など伝え方を工夫する

探
究
ス
キ
ル

情報の取捨選択 ① 選んだ根拠を説明することができる

情報の読み取り ② 複数の情報から共通点・相違点を見つけられる

整理と分析 ③ 情報を組み合わせて新たな意味を見いだす

論の組み立て ④ 相手を説得するために論理を組み立てられる

表現の工夫 ⑤ 伝えたいことに応じて表現を工夫できる

聞き手（受け手）の
意識

⑥ 相手の反応を見て伝え方や内容を工夫する

学習計画づくり ⑦ 自分で計画を立てることができる

評価（振り返り）と
改善

⑧
振り返りをもとにつぎにやってみたいことを考え
られる

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

部品への分解 ① 部品を組み合わせて物事を表現できる

観点に沿った分類 ② 観点を考えながら情報を分類できる

情報の関係付け ③ 情報同士の関係を図やプログラムで表現できる

問題解決への手順 ④
問題解決の手続きを順序・繰り返し・分
岐などを組み合わせて表現できる

試行錯誤と改善 ⑤
試作やシュミレーションを通して問題解決の方向
性や改善策を見いだす

データの傾向や変化 ⑥ データの変化を捉えて説明できる

情報技術への関心 ⑦ 新しい情報技術にどう関わるか説明できる

情
報
モ
ラ
ル

発信時の配慮・責任 ① 発信する情報に責任を持つ

関係する法や権利 ② 著作権や肖像権に留意して情報を扱う

使用場所や時間の管
理

③ 情報機器を用いる場所や時間を自分で管理できる

使用ルールやマナー ④ ルールやマナーを相手と一緒につくり守る

セキュリティ保持 ⑤ なりすましやウイルスなどの危険を理解する

個人情報の管理 ⑥ 自他の情報が伝わる範囲を考えながら行動する

情報社会の理解と生
活

⑦ 情報社会の中でどう生きるか説明できる

B小学校

校長の関わり
最初に、

教員と、ICT活用の「内容領域と項目」
について検討する

次に、
令和３年度の１年間をかけて、担任は

実践した学習が、どの項目の、どの領域
になるのかを指導の記録として残すことを
確認した

Ｂ小学校（年間指導計画の一部分）

ＩＣＴ機器（タブレット）活用状況（６年）

国語 社会 算数 音楽 図工 家庭 体育

○QRコードを読み取り作
者について調べる活動
【帰り道】

○ｅライブラリ（前年
度、単元まとめのドリ
ル、テスト）

○eライブラリ（点対
称、線対称の練習問
題）

○曲に関連することを
調べ、画像をみながら、
曲を鑑賞【鑑賞・『木
星』】

○水と風の動きや形、瞬
間の美しさをカメラで撮
影【図・動きをとらえて
形を見つけて】

○掃除の前と後の画像
をカメラで撮影し、
Teamsのファイルに提出。
画像を見ながら、発表
会【家・クリーン大作
戦】

○走っている様子や踏み切
りの様子を動画に取り、
フォームを確認【陸上運
動】

○地域の図書館、文学館、
博物館のホームページを
見て、展示内容等を調べ
る活動【地域の施設を
活用しよう】

○社会資料集 QR
コード読み取り（資料
活用）

○できあがった昨品を撮
影しteamsのファイルに
提出。鑑賞の前に一人ひ
とり見てほしいポイント
を、写真を見ながら説明
【図・光の形】

○画像と共に、風鈴の
音を聞く【家・涼しく
快適に過ごす住まい
方】

○100メートル走、ハード
ル走、走り幅跳びのする際
のポイントを確認するため
NHKfor schoolを視聴【陸上
運動】

○二十四節季を風景の写
真とともに学習【春のい
ぶき・夏のさかり】

○資料収集、調べ学習
（関連ＨＰ、動画、ク
イズ等）

○縫い方の学習をQR
コードで

○題材の「火山の噴火」に
ついて、実際の山の噴火の
動画を見てイメージを膨ら
ませ、動きを作る【表現運
動】

○意見文を Ward で作成
【聞いて、考えを深めよ
う】

○『学びポケット』で
ノートの画像を撮り、
提 出 ・ 保 存

○お手本の動画を視聴し、
再生速度を調整しながら、
繰り返しダンスのステップ
の練習【表現運動】

Ｂ小学校（年間指導計画の部分）

第６学年
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Ｃ小学校（大学附属の学校園 GIGAスクール構想の推進に向けて）

ＧＩＧＡ
スクール
構 想

目標１
情報活用能力を育む

目標２
ICTを活用した探究的
な学び

目標３

オンラインによる学
習支援と、家庭との
コミュニケーション

目標４
ICTを活用した
授業のできる
教員の養成

目標５
ICTを活用した
校務の工夫と

働き方改革

Ｃ小学校

◇ 評価対象学年（小２、小４、小６、中３）
◇ ３段階で評価（ＡＢＣ）
◇ 年２回の評価（９月、２月）

目標１
情報活用能力を育む

Ｃ小学校

校長の関わり
・ 教員との話し合いを通じ、
「発達段階に応じた学習内容」や

「系統性」等について確認した

・ 小学校の考えを、学校園全体の協議会に
も反映させた

・ 児童や教員が使いやすいようにICT機器の
環境整備に努めた

４ 成果と課題

＜成果＞

(1)児童のインターネット使用状況や、タブレットを
使った授業での児童と教員の困り感を調査
→ 授業の改善と推進へ

(3)学校教育目標の実現に向けた教育課程の編成では、
「人とのつながり」と「ICTの活用」をキーワードに
→ 校長の関わり方を改めて考える機会を得た

(2)教科横断的、そして、ICTを効果的に活用した授業
→ 人と人とのつながりが育まれていることを確認
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＜課題＞

(1)日々、発展しているICT環境に適応する
→ 情報教育の各分野の計画を意識的に

見直す（環境整備の面も含む）

(2)教員の指導力向上に継続して取組む必要
→ 研修時間の確保、外部講師の招聘等

(3)担任の得意・不得意に拘わらず、
必ず（学年等で）学習する内容の確認が必要

５ 提 言

(1) ICTも有効に活用した「人とつながる喜び
（交流）」を基本にした計画的・系統的
な教育課程の編成について全職員が参画

(2) 日進月歩のICTの世界において、児童のICT
活用能力を高められるような教員の研修と
環境整備のあり方について検討

校長は、児童の「豊かな人間性」を育むため
に、次のことに積極的に関わっていく

授業実践の提供
山形市立第二小学校

第八小学校
髙瀬小学校
本沢小学校

西山形小学校
村木沢小学校

山形大学附属小学校

山形市立小中学校アン
ケート結果の提供
山形市教育委員会
総合学習センター写真：「ペッとボトル ランタン」

（提供 山形花笠盛り上げプロジェクト様より）


